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令
れい

和
わ

�年
ねん

度
ど

� 級
きゅう

造
ぞう

園
えん

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

検
けん

定
てい

第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

・試
し

験
けん

問
もん

題
だい

Ｂ

次
つぎ

の注
ちゅう

意
い

をよく読
よ

んでから解
かい

答
とう

してください。

【注
ちゅう

意
い

】

1唖これは第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

の試
し

験
けん

問
もん

題
だい

Ｂです。表
ひょう

紙
し

とも 10 枚
まい

亜29 問
もん

題
だい

あります。

2唖解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）には亜試
し

験
けん

地
ち

亜氏
し

名
めい

亜フリガナ亜受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

を間
ま

違
ちが

いのないように

記
き

入
にゅう

するとともに受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

の数
すう

字
じ

をぬりつぶしてください。

3唖問
もん

題
だい

は全
すべ

て必
ひっ

須
す

ですから亜29 問
もん

題
だい

全
ぜん

部
ぶ

を解
かい

答
とう

してください。

このうち亜問
もん

題
だい

24 〜 29 までの�問
もん

題
だい

は亜施
せ

工
こう

管
かん

理
り

法
ほう

（応
おう

用
よう

能
のう

力
りょく

）の問
もん

題
だい

です。

4唖試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の漢
かん

字
じ

のふりがなは亜問
もん

題
だい

文
ぶん

の内
ない

容
よう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えないものとします。

5唖解
かい

答
とう

は別
べつ

の解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）にＨＢの鉛
えん

筆
ぴつ

又
また

はシャープペンシルで記
き

入
にゅう

してください。

(万
まん

年
ねん

筆
ひつ

亜ボールペンの使
し

用
よう

は不
ふ

可
か

)

問題番号 解答記入欄

問題 2 1 2 3 4

問題 3 1 2 3 4




問題 10 1 2 3 4

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は となっていますから亜

当
とう

該
がい

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

欄
らん

の正
せい

解
かい

と思
おも

う数
すう

字
じ

をぬりつぶしてください。

解
かい

答
とう

のぬりつぶし方
かた

は亜解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

例
れい

（ぬりつぶし方
かた

）を参
さん

照
しょう

してください。

問
もん

題
だい

1〜 23については正
せい

解
かい

は一
ひと

つしかないので亜二
ふた

つ以
い

上
じょう

ぬりつぶすと得
とく

点
てん

になりません。

問
もん

題
だい

24 〜 29 については正
せい

解
かい

を全
すべ

てぬりつぶしてください。正
せい

解
かい

の数
すう

字
じ

を全
すべ

てぬりつぶして

ないものや亜正
せい

解
かい

でない数
すう

字
じ

までぬりつぶしてあるものは得
とく

点
てん

になりません。

6唖解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は亜プラスチック消
け

しゴムできれいに消
け

してから訂
てい

正
せい

してください。

消
け

し方
かた

が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

な場
ば

合
あい

には亜正
ただ

しく解
かい

答
とう

したこととなりません。

7唖この問
もん

題
だい

用
よう

紙
し

の余
よ

白
はく

は亜計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

してもさしつかえありません。

ただし亜解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

しないでください。

8唖解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）を必
かなら

ず試
し

験
けん

監
かん

督
とく

者
しゃ

に提
てい

出
しゅつ

後
ご

亜退
たい

室
しつ

してください。

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）は亜いかなる場
ば

合
あい

でも持
も

ち帰
かえ

りはできません。

9唖試
し

験
けん

問
もん

題
だい

は亜試
し

験
けん

終
しゅう

了
りょう

時
じ

刻
こく

（15 時
じ

45 分
ふん

）まで在
ざい

席
せき

した方
かた

のうち亜希
き

望
ぼう

者
しゃ

に限
かぎ

り持
も

ち帰
かえ

りを

認
みと

めます。途
と

中
ちゅう

退
たい

室
しつ

した場
ば

合
あい

には亜持
も

ち帰
かえ

りはできません。

この試験問題用紙は再生紙を使用しています。

�級
きゅう

第
だい

一
いち

次
じ

Ｂ
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※ 問
もん

題
だい

は全
すべ

て必
ひっ

須
す

ですから亜29 問
もん

題
だい

全
ぜん

部
ぶ

を解
かい

答
とう

してください。

〔問
もん

題
だい

1〕 工
こう

事
じ

の建
けん

設
せつ

費
ひ

と工
こう

期
き

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち亜適
てき

当
とう

でないものはどれか。

;1 経
けい

済
ざい

的
てき

に工
こう

事
じ

を実
じっ

施
し

するには亜合
ごう

理
り

的
てき

最
さい

小
しょう

限
げん

の一
いっ

定
てい

数
すう

の作
さ

業
ぎょう

員
いん

をもって亜全
ぜん

工
こう

事
じ

期
き

間
かん

を通
つう

じて稼
か

働
どう

作
さ

業
ぎょう

員
いん

数
すう

の不
ふ

均
きん

衡
こう

をできるだけ少
すく

なくする。

;2 経
けい

済
ざい

的
てき

に工
こう

事
じ

を実
じっ

施
し

するには亜施
せ

工
こう

用
よう

機
き

械
かい

設
せつ

備
び

亜仮
か

設
せつ

用
よう

資
し

材
ざい

亜工
こう

具
ぐ

などを必
ひつ

要
よう

最
さい

小
しょう

限
げん

とし亜

できるだけ反
はん

復
ぷく

使
し

用
よう

するよう計
けい

画
かく

する。

;3 クラッシュ・タイムとは亜工
こう

事
じ

を構
こう

成
せい

する各
かく

作
さ

業
ぎょう

にどんなに直
ちょく

接
せつ

費
ひ

をかけても亜それ以
い

上
じょう

には短
たん

縮
しゅく

できない工
こう

期
き

のことである。

;4 最
さい

適
てき

工
こう

期
き

とは亜工
こう

事
じ

を構
こう

成
せい

する各
かく

作
さ

業
ぎょう

の直
ちょく

接
せつ

費
ひ

の総
そう

額
がく

が最
さい

小
しょう

となる最
もっと

も経
けい

済
ざい

的
てき

な工
こう

期
き

のこ

とである。

〔問
もん

題
だい

2〕 次
つぎ

の条
じょう

件
けん

により亜ほぐした土
ど

量
りょう

4,000 m3 の土
つち

をA日
にち

間
かん

で運
うん

搬
ぱん

する場
ば

合
あい

亜最
さい

低
てい

限
げん

必
ひつ

要
よう

なダンプトラックの台
だい

数
すう

として亜正
ただ

しいものはどれか。

ただし亜人
じん

員
いん

亜機
き

械
かい

等
とう

は現
げん

場
ば

に用
よう

意
い

されており亜準
じゅん

備
び

及
およ

び跡
あと

片
かた

づけ等
とう

の時
じ

間
かん

は考
こう

慮
りょ

し

ないものとする。

〔条
じょう

件
けん

〕

・ダンプトラックは毎
まい

日
にち

同
おな

じ台
だい

数
すう

を使
し

用
よう

する。

・ダンプトラックの積
せき

載
さい

量
りょう

（ほぐした土
ど

量
りょう

） ：Cm3

・ダンプトラックのサイクルタイム ：30 分
ぷん

・ダンプトラックの作
さ

業
ぎょう

効
こう

率
りつ

：0.9

・ダンプトラックの2日
にち

平
へい

均
きん

作
さ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

：E時
じ

間
かん

・土
ど

量
りょう

換
かん

算
さん

係
けい

数
すう

：1.0

;1 F台
だい

;2 C台
だい

;3 E台
だい

;4 A台
だい

― 1 ―
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〔問
もん

題
だい

3〕 下
か

図
ず

に示
しめ

すネットワーク式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう

で表
あらわ

される工
こう

事
じ

において亜Ａの工
こう

事
じ

をH日
にち

亜Ｇの工
こう

事
じ

を2日
にち

亜Ｈの工
こう

事
じ

をH日
にち

亜それぞれ短
たん

縮
しゅく

すると亜全
ぜん

体
たい

工
こう

期
き

は何
なん

日
にち

短
たん

縮
しゅく

されるか。

ただし亜図
ず

中
ちゅう

のイベント間
かん

のＡ〜Ｊは作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

を亜日
にっ

数
すう

は作
さ

業
ぎょう

日
にっ

数
すう

を表
あらわ

す。

1

Ａ

I日
にち

2

3
Ｂ

2日
にち

4
Ｃ

H日
にち

5

6

7

Ｄ

H日
にち

Ｅ

3日
にち

Ｆ

3日
にち

8
Ｈ

I日
にち

Ｉ

3日
にち

9
Ｊ

H日
にち

Ｇ

F日
にち

;1 3日
にち

;2 H日
にち

;3 I日
にち

;4 F日
にち

― 2 ―
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〔問
もん

題
だい

4〕 ある工
こう

事
じ

における毎
まい

日
にち

出
で

来
き

高
だか

に関
かん

する予
よ

定
てい

工
こう

程
てい

曲
きょく

線
せん

と実
じっ

施
し

工
こう

程
てい

曲
きょく

線
せん

を示
しめ

したグラフを

作
さく

成
せい

したところ亜下
か

図
ず

のようになった。これに対
たい

応
おう

する出
で

来
き

高
だか

累
るい

計
けい

曲
きょく

線
せん

の図
ず

として亜

適
てき

当
とう

なものはどれか。

;1 ;2

;3 ;4

― 3 ―
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〔問
もん

題
だい

5〕 植
しょく

栽
さい

基
き

盤
ばん

の調
ちょう

査
さ

に関
かん

する次
つぎ

の（イ）亜（ロ）の記
き

述
じゅつ

について亜（Ａ）亜（Ｂ）に当
あ

てはま

るL良
りょう

M亜L不
ふ

良
りょう

Mの組
くみ

合
あわ

せとして亜適
てき

当
とう

なものはどれか。

(イ) 長
は

谷
せ

川
がわ

式
しき

土
ど

壌
じょう

貫
かん

入
にゅう

計
けい

を用
もち

いて亜対
たい

象
しょう

土
ど

壌
じょう

の硬
こう

度
ど

を測
そく

定
てい

したところ亜Ｓ値
ち

が

0.7 〜 0.9 cm/drop の範
はん

囲
い

の土
ど

層
そう

が 10 cm以
い

上
じょう

連
れん

続
ぞく

していたので亜植
しょく

栽
さい

基
き

盤
ばん

として（Ａ）と判
はん

定
てい

した。

(ロ) 長
は

谷
せ

川
がわ

式
しき

簡
かん

易
い

現
げん

場
ば

透
とう

水
すい

試
し

験
けん

器
き

を用
もち

いて亜対
たい

象
しょう

土
ど

壌
じょう

の透
とう

水
すい

性
せい

を測
そく

定
てい

したところ亜

最
さい

終
しゅう

減
げん

水
すい

能
のう

が 120 mm/h であったので亜植
しょく

栽
さい

基
き

盤
ばん

として（Ｂ）と判
はん

定
てい

した。

(Ａ) (Ｂ)

;1 良
りょう

良
りょう

;2 良
りょう

不
ふ

良
りょう

;3 不
ふ

良
りょう

良
りょう

;4 不
ふ

良
りょう

不
ふ

良
りょう

〔問
もん

題
だい

6〕 次
つぎ

に示
しめ

す測
そく

定
てい

値
ち

から求
もと

められる統
とう

計
けい

量
りょう

（Ａ）亜（Ｂ）の組
くみ

合
あわ

せとして亜正
ただ

しいものは

どれか。

測
そく

定
てい

回
かい

2 3 H I F C E A N 10

測
そく

定
てい

値
ち

30 39 35 25 41 32 30 32 26 30

統
とう

計
けい

量
りょう

（Ａ）：Me（メディアン）

統
とう

計
けい

量
りょう

（Ｂ）：Mo（モード）

(Ａ) (Ｂ)

;1 16 32

;2 30 16

;3 31 30

;4 31 32

― 4 ―
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〔問
もん

題
だい

7〕 L公
こう

共
きょう

用
よう

緑
りょく

化
か

樹
じゅ

木
もく

等
とう

品
ひん

質
しつ

寸
すん

法
ぽう

規
き

格
かく

基
き

準
じゅん

（案
あん

）Mにおける用
よう

語
ご

の定
てい

義
ぎ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のう

ち亜適
てき

当
とう

でないものはどれか。

;1 L根
ね

鉢
ばち

Mとは亜樹
じゅ

木
もく

等
とう

の移
い

植
しょく

に際
さい

し亜掘
ほ

り上
あ

げられる根
こん

系
けい

を含
ふく

んだ土
つち

のまとまりをいう。

;2 Lふるい掘
ほ

りMとは亜樹
じゅ

木
もく

等
とう

の移
い

植
しょく

に際
さい

し亜土
つち

のまとまりをつけずに掘
ほ

り上
あ

げることをいう。

;3 L根
ね

元
もと

周
しゅう

Mとは亜樹
じゅ

木
もく

の幹
みき

の根
ね

元
もと

の周
しゅう

長
ちょう

をいう。

;4 L寄
よ

せ株
かぶ

育
いく

成
せい

物
もの

Mとは亜樹
じゅ

木
もく

等
とう

の幹
みき

が根
ね

元
もと

近
ちか

くから分
ぶん

岐
き

して亜そう状
じょう

を呈
てい

したものをいう。

〔問
もん

題
だい

8〕 L公
こう

共
きょう

用
よう

緑
りょく

化
か

樹
じゅ

木
もく

等
とう

品
ひん

質
しつ

寸
すん

法
ぽう

規
き

格
かく

基
き

準
じゅん

（案
あん

）Mに関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち亜適
てき

当
とう

でないもの

はどれか。

;1 この基
き

準
じゅん

（案
あん

）は亜主
しゅ

として都
と

市
し

緑
りょく

化
か

の用
よう

に供
きょう

される公
こう

共
きょう

用
よう

緑
りょく

化
か

樹
じゅ

木
もく

等
とう

について亜品
ひん

質
しつ

と寸
すん

法
ぽう

を定
さだ

めたものであり亜樹
じゅ

木
もく

等
とう

の搬
はん

入
にゅう

（納
のう

品
ひん

）時
じ

に適
てき

用
よう

すべきものである。

;2 樹
じゅ

木
もく

の品
ひん

質
しつ

規
き

格
かく

のうち樹
じゅ

勢
せい

については亜L生
せい

育
いく

亜根
ね

亜根
ね

鉢
ばち

亜葉
は

亜樹
じゅ

皮
ひ

（肌
はだ

）亜枝
えだ

亜病
びょう

虫
ちゅう

害
がい

M

のE項
こう

目
もく

により表
ひょう

示
じ

される。

;3 樹
じゅ

木
もく

の品
ひん

質
しつ

規
き

格
かく

のうち樹
じゅ

姿
し

については亜L樹
じゅ

形
けい

（全
ぜん

形
けい

）亜幹
みき

（高
こう

木
ぼく

のみに適
てき

用
よう

）亜枝
し

葉
よう

の配
はい

分
ぶん

亜

枝
し

葉
よう

の密
みつ

度
ど

亜下
した

枝
えだ

の位
い

置
ち

MのF項
こう

目
もく

により表
ひょう

示
じ

される。

;4 シバ類
るい

の品
ひん

質
しつ

規
き

格
かく

については亜L形
けい

態
たい

亜ほふく茎
けい

亜病
びょう

虫
ちゅう

害
がい

MのH項
こう

目
もく

により表
ひょう

示
じ

さ

れる。
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〔問
もん

題
だい

9〕 下
か

表
ひょう

は亜呼
よ

び強
きょう

度
ど

21（N/mm2）亜スランプを 12 cmと指
し

定
てい

したレディーミクストコン

クリート（JIS A 5308）である普
ふ

通
つう

コンクリートの受
うけ

入
い

れ検
けん

査
さ

におけるスランプの試
し

験
けん

結
けっ

果
か

である。合
ごう

格
かく

となる検
けん

査
さ

ロットはどれか。

検
けん

査
さ

ロット

試
し

験
けん

結
けっ

果
か

：スランプ（cm）

2回
かい

目
め

3回
かい

目
め

H回
かい

目
め

（イ） 11.0 15.0 10.0

（ロ） 10.5 12.0 9.0

（ハ） 13.5 9.5 10.0

（ニ） 12.5 15.0 13.0

;1 （イ）

;2 （ロ）

;3 （ハ）

;4 （ニ）
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〔問
もん

題
だい

10〕 下
か

図
ず

に示
しめ

す石
せき

材
ざい

（JIS A 5003）に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の（Ａ）亜（Ｂ）に当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして亜適
てき

当
とう

なものはどれか。

この石
せき

材
ざい

は亜控
ひか

えが（Ａ）となっており亜面
つら

の表
ひょう

面
めん

積
せき

が 625 cm2
亜面
つら

に直
ちょっ

角
かく

に測
はか

った

控
ひか

えの長
なが

さが 35 cm であることから亜L35 割
わり

石
いし

Mの規
き

格
かく

に（Ｂ）。

(Ａ) (Ｂ)

;1 二
に

方
ほう

落
お

とし 適
てき

合
ごう

する

;2 二
に

方
ほう

落
お

とし 適
てき

合
ごう

しない

;3 四
し

方
ほう

落
お

とし 適
てき

合
ごう

する

;4 四
し

方
ほう

落
お

とし 適
てき

合
ごう

しない

〔問
もん

題
だい

11〕 L工
こう

種
しゅ

MとL品
ひん

質
しつ

特
とく

性
せい

M及
およ

びそのL試
し

験
けん

方
ほう

法
ほう

Mに関
かん

する組
くみ

合
あわ

せとして亜適
てき

当
とう

でないもの

はどれか。

(工
こう

種
しゅ

) (品
ひん

質
しつ

特
とく

性
せい

) (試
し

験
けん

方
ほう

法
ほう

)

;1 土
ど

工
こう

自
し

然
ぜん

含
がん

水
すい

比
ひ

液
えき

性
せい

限
げん

界
かい

試
し

験
けん

;2 路
ろ

盤
ばん

工
こう

支
し

持
じ

力
りょく

平
へい

板
ばん

載
さい

荷
か

試
し

験
けん

;3 コンクリート工
こう

粒
りゅう

度
ど

ふるい分
わ

け試
し

験
けん

;4 アスファルト舗
ほ

装
そう

工
こう

厚
あつ

さ コア採
さい

取
しゅ

による測
そく

定
てい

― 7 ―



1級造園1次(午後).smd  Page 9 24/08/09 16:54  v4.00

〔問
もん

題
だい

12〕 下
か

図
ず

は品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

における一
いっ

般
ぱん

的
てき

な手
て

順
じゅん

を示
しめ

したものである。

図
ず

の（Ａ）〜（Ｄ）に当
あ

てはまる次
つぎ

の作
さ

業
ぎょう

項
こう

目
もく

（イ）〜（ニ）の組
くみ

合
あわ

せとして亜適
てき

当
とう

なものはどれか。

(Ａ) (Ｂ)

品ひ
ん

質し
つ

特と
く

性せ
い

の
選せ

ん

定て
い

デ

ー

タ

採さ
い

取し
ゅ

(Ｃ) (Ｄ)

作さ

業
ぎ
ょ
う

の
継け

い

続ぞ
く

作さ

業
ぎ
ょ
う

方ほ
う

法ほ
う

の
見み

直な
お

し

［作
さ

業
ぎょう

項
こう

目
もく

］ （イ）品
ひん

質
しつ

標
ひょう

準
じゅん

の設
せっ

定
てい

（ロ）作
さ

業
ぎょう

標
ひょう

準
じゅん

の決
けっ

定
てい

（ハ）管
かん

理
り

図
ず

の作
さく

成
せい

（ニ）ヒストグラムの作
さく

成
せい

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ) (Ｄ)

;1 （イ） （ロ） （ハ） （ニ）

;2 （イ） （ロ） （ニ） （ハ）

;3 （ロ） （イ） （ハ） （ニ）

;4 （ロ） （イ） （ニ） （ハ）

〔問
もん

題
だい

13〕 移
い

動
どう

式
しき

クレーンの作
さ

業
ぎょう

等
とう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち亜L労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

M上
じょう

亜誤
あやま

っているもの

はどれか。

;1 移
い

動
どう

式
しき

クレーンの定
てい

格
かく

荷
か

重
じゅう

とは亜その構
こう

造
ぞう

及
およ

びジブの傾
けい

斜
しゃ

角
かく

等
とう

に応
おう

じて負
ふ

荷
か

させることが

できる最
さい

大
だい

の荷
か

重
じゅう

のことで亜フック亜バケット等
とう

のつり具
ぐ

の重
じゅう

量
りょう

に相
そう

当
とう

する荷
か

重
じゅう

を含
ふく

めた

荷
か

重
じゅう

のことである。

;2 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は亜移
い

動
どう

式
しき

クレーンを用
もち

いた作
さ

業
ぎょう

においては亜運
うん

転
てん

者
しゃ

に単
たん

独
どく

で作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

わせる場
ば

合
あい

を除
のぞ

き亜一
いっ

定
てい

の合
あい

図
ず

を定
さだ

め亜合
あい

図
ず

を行
おこな

う者
もの

を指
し

名
めい

して亜その者
もの

に合
あい

図
ず

を行
おこな

わせなければなら

ない。

;3 つり上
あ

げ荷
か

重
じゅう

が 2.9 t の移
い

動
どう

式
しき

クレーンを機
き

械
かい

等
とう

貸
たい

与
よ

者
しゃ

（リース業
ぎょう

者
しゃ

）から貸
たい

与
よ

を受
う

けた

者
もの

は亜当
とう

該
がい

機
き

械
かい

をその者
もの

が使
し

用
よう

する労
ろう

働
どう

者
しゃ

でない者
もの

に操
そう

作
さ

させる場
ば

合
あい

は亜操
そう

作
さ

する者
もの

が当
とう

該
がい

機
き

械
かい

の操
そう

作
さ

に必
ひつ

要
よう

な資
し

格
かく

又
また

は技
ぎ

能
のう

を有
ゆう

する者
もの

であることを確
かく

認
にん

した上
うえ

で亜当
とう

該
がい

機
き

械
かい

を操
そう

作
さ

す

る者
もの

に対
たい

し亜作
さ

業
ぎょう

の内
ない

容
よう

亜指
し

揮
き

の系
けい

統
とう

等
とう

を通
つう

知
ち

しなければならない。

;4 つり上
あ

げ荷
か

重
じゅう

が 2.9 t の移
い

動
どう

式
しき

クレーンが転
てん

倒
とう

した場
ば

合
あい

は亜労
ろう

働
どう

者
しゃ

の負
ふ

傷
しょう

の有
う

無
む

にかかわ

らず亜遅
ち

滞
たい

なく所
しょ

轄
かつ

労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

監
かん

督
とく

署
しょ

長
ちょう

へ報
ほう

告
こく

書
しょ

を提
てい

出
しゅつ

しなければならない。
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〔問
もん

題
だい

14〕 地
じ

山
やま

の種
しゅ

類
るい

と亜掘
くっ

削
さく

面
めん

の高
たか

さ・勾
こう

配
ばい

を示
しめ

した次
つぎ

の（イ）亜（ロ）の図
ず

について亜手
て

掘
ぼ

りに

よる明
あか

り掘
くっ

削
さく

が可
か

能
のう

なものの正
せい

誤
ご

の組
くみ

合
あわ

せとして亜L労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

規
き

則
そく

M上
じょう

亜正
ただ

しいもの

はどれか。

ただし亜地
じ

山
やま

は亜発
はっ

破
ぱ

等
とう

により崩
ほう

壊
かい

しやすい状
じょう

態
たい

になっている地
じ

山
やま

ではないものとする。

(イ) 地
じ

山
やま

の種
しゅ

類
るい

挨 礫
れき

質
しつ

土
ど

からなる地
じ

山
やま

(ロ) 地
じ

山
やま

の種
しゅ

類
るい

挨 砂
すな

からなる地
じ

山
やま

(イ) (ロ)

;1 正
せい

正
せい

;2 正
せい

誤
ご

;3 誤
ご

正
せい

;4 誤
ご

誤
ご
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〔問
もん

題
だい

15〕 造
ぞう

園
えん

工
こう

事
じ

における高
こう

所
しょ

作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち亜L労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

規
き

則
そく

M上
じょう

亜誤
あやま

っている

ものはどれか。

ただし亜各
かく

設
せつ

備
び

の構
こう

造
ぞう

は丈
じょう

夫
ぶ

であり亜たわみが生
しょう

じるおそれがなく亜かつ亜著
いちじる

しい損
そん

傷
しょう

亜変
へん

形
けい

又
また

は腐
ふ

食
しょく

がないものとする。

;1 高
たか

さHmの単
たん

管
かん

足
あし

場
ば

の作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

において亜墜
つい

落
らく

により労
ろう

働
どう

者
しゃ

に危
き

険
けん

を及
およ

ぼすおそれのある箇
か

所
しょ

には亜高
たか

さ 85 cm の位
い

置
ち

に丈
じょう

夫
ぶ

な手
て

すり亜及
およ

び高
たか

さ 35 cmの位
い

置
ち

に丈
じょう

夫
ぶ

な中
なか

桟
ざん

を設
もう

けた。

;2 高
たか

さHmの作
さ

業
ぎょう

場
ば

所
しょ

において亜勾
こう

配
ばい

35 度
ど

の架
か

設
せつ

通
つう

路
ろ

を設
もう

けることとなったため亜通
つう

路
ろ

表
ひょう

面
めん

に滑
すべり

止
ど

めを設
せっ

置
ち

した。

;3 高
たか

さHm の本
ほん

足
あし

場
ば

の作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

において亜作
さ

業
ぎょう

のため物
ぶっ

体
たい

が落
らっ

下
か

することにより労
ろう

働
どう

者
しゃ

に危
き

険
けん

を及
およ

ぼすおそれがあったので亜メッシュシートを設
もう

けた。

;4 高
たか

さHm のわく組
ぐみ

足
あし

場
ば

の作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

において亜労
ろう

働
どう

者
しゃ

の墜
つい

落
らく

を防
ぼう

止
し

する措
そ

置
ち

として亜交
こう

さ筋
すじ

か

い及
およ

び高
たか

さ 20 cm の桟
さん

を設
せっ

置
ち

した。

〔問
もん

題
だい

16〕 車
しゃ

両
りょう

系
けい

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の安
あん

全
ぜん

管
かん

理
り

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち亜L労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

M上
じょう

亜誤
あやま

っている

ものはどれか。

;1 ブルドーザについて定
てい

期
き

自
じ

主
しゅ

検
けん

査
さ

を行
おこな

い亜検
けん

査
さ

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

亜検
けん

査
さ

方
ほう

法
ほう

亜検
けん

査
さ

結
けっ

果
か

などを記
き

録
ろく

し亜

これをH年
ねん

間
かん

保
ほ

存
ぞん

した。

;2 岩
がん

石
せき

の落
らっ

下
か

等
とう

により労
ろう

働
どう

者
しゃ

に危
き

険
けん

が生
しょう

ずるおそれがある場
ば

所
しょ

で亜ブルドーザによる掘
くっ

削
さく

押
おし

土
ど

を行
おこな

うに当
あ

たり亜ブルドーザに堅
けん

固
ご

なヘッドガードを備
そな

え付
つ

けて作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

った。

;3 作
さ

業
ぎょう

を安
あん

全
ぜん

に行
おこな

うために必
ひつ

要
よう

な照
しょう

度
ど

が保
ほ

持
じ

されている場
ば

所
しょ

において亜バックホウで掘
くっ

削
さく

作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

うに当
あ

たり亜バックホウに前
ぜん

照
しょう

灯
とう

を備
そな

え付
つ

けずに作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

った。

;4 バックホウの運
うん

転
てん

者
しゃ

が亜原
げん

動
どう

機
き

を止
と

めずに運
うん

転
てん

席
せき

から一
いち

時
じ

的
てき

に離
はな

れる際
さい

亜バケットを地
ち

上
じょう

に下
お

ろし亜走
そう

行
こう

ブレーキをかけた上
うえ

で離
はな

れた。
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〔問
もん

題
だい

17〕 L都
と

市
し

公
こう

園
えん

法
ほう

Mに関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち亜誤
あやま

っているものはどれか。

;1 公
こう

園
えん

管
かん

理
り

者
しゃ

は亜公
こう

園
えん

管
かん

理
り

者
しゃ

以
い

外
がい

の者
もの

が都
と

市
し

公
こう

園
えん

の占
せん

用
よう

の許
きょ

可
か

を受
う

けて設
もう

けた物
ぶっ

件
けん

の占
せん

用
よう

の期
き

間
かん

が満
まん

了
りょう

したときは亜原
げん

則
そく

として亜公
こう

園
えん

管
かん

理
り

者
しゃ

自
みずか

ら都
と

市
し

公
こう

園
えん

を現
げん

状
じょう

に回
かい

復
ふく

しなければなら

ない。

;2 公
こう

園
えん

管
かん

理
り

者
しゃ

は亜その管
かん

理
り

する都
と

市
し

公
こう

園
えん

の台
だい

帳
ちょう

を作
さく

成
せい

し亜保
ほ

管
かん

しなければならず亜その台
だい

帳
ちょう

の閲
えつ

覧
らん

を求
もと

められたときは亜これを拒
こば

むことはできない。

;3 公
こう

園
えん

管
かん

理
り

者
しゃ

以
い

外
がい

の者
もの

が亜都
と

市
し

公
こう

園
えん

に公
こう

園
えん

施
し

設
せつ

として売
ばい

店
てん

を設
もう

け亜または管
かん

理
り

しようとすると

きは亜公
こう

園
えん

管
かん

理
り

者
しゃ

の許
きょ

可
か

を受
う

けなければならない。

;4 公
こう

園
えん

管
かん

理
り

者
しゃ

以
い

外
がい

の者
もの

が亜競
きょう

技
ぎ

会
かい

亜集
しゅう

会
かい

亜展
てん

示
じ

会
かい

のために仮
か

設
せつ

工
こう

作
さく

物
ぶつ

を都
と

市
し

公
こう

園
えん

に設
もう

けよう

とする場
ば

合
あい

は亜公
こう

園
えん

管
かん

理
り

者
しゃ

から占
せん

用
よう

の許
きょ

可
か

を受
う

けなければならない。

〔問
もん

題
だい

18〕 L建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

Mに関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち亜誤
あやま

っているものはどれか。

;1 特
とく

定
てい

行
ぎょう

政
せい

庁
ちょう

は亜違
い

反
はん

建
けん

築
ちく

物
ぶつ

については亜当
とう

該
がい

建
けん

築
ちく

物
ぶつ

に関
かん

する工
こう

事
じ

の請
うけ

負
おい

人
にん

や現
げん

場
ば

管
かん

理
り

者
しゃ

に

対
たい

して亜当
とう

該
がい

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

の停
てい

止
し

を命
めい

ずることができる。

;2 建
けん

築
ちく

主
ぬし

は亜建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の建
けん

築
ちく

や大
だい

規
き

模
ぼ

な修
しゅう

繕
ぜん

をしようとする場
ば

合
あい

においては亜当
とう

該
がい

工
こう

事
じ

に着
ちゃく

手
しゅ

する前
まえ

に亜原
げん

則
そく

として亜建
けん

築
ちく

主
しゅ

事
じ

等
とう

の確
かく

認
にん

を受
う

け亜確
かく

認
にん

済
ずみ

証
しょう

の交
こう

付
ふ

を受
う

けなければなら

ない。

;3 非
ひ

常
じょう

災
さい

害
がい

区
く

域
いき

等
とう

内
ない

において亜被
ひ

災
さい

者
しゃ

が自
みずか

ら使
し

用
よう

するために災
さい

害
がい

発
はっ

生
せい

日
び

から2か月
げつ

以
い

内
ない

に工
こう

事
じ

に着
ちゃく

手
しゅ

する延
の

べ面
めん

積
せき

30 m2 以
い

内
ない

の応
おう

急
きゅう

仮
か

設
せつ

建
けん

築
ちく

物
ぶつ

を設
せっ

置
ち

しようとする場
ば

合
あい

は亜原
げん

則
そく

とし

て亜建
けん

築
ちく

主
しゅ

事
じ

等
とう

の確
かく

認
にん

は不
ふ

要
よう

である。

;4 都
と

市
し

公
こう

園
えん

において亜高
たか

さIm の擁
よう

壁
へき

を設
せっ

置
ち

しようとする場
ば

合
あい

は亜建
けん

築
ちく

主
しゅ

事
じ

等
とう

の確
かく

認
にん

は不
ふ

要
よう

である。
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〔問
もん

題
だい

19〕 造
ぞう

園
えん

工
こう

事
じ

を下
か

図
ず

の施
せ

工
こう

体
たい

系
けい

で施
せ

工
こう

しようとする場
ば

合
あい

亜建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

の許
きょ

可
か

及
およ

び技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち亜L建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

M上
じょう

亜正
ただ

しいものはどれか。

;1 Ａ社
しゃ

は亜造
ぞう

園
えん

工
こう

事
じ

業
ぎょう

について特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

業
ぎょう

の許
きょ

可
か

を受
う

けていなければならない。

;2 Ａ社
しゃ

は亜当
とう

該
がい

工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

に監
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

を置
お

かなければならない。

;3 Ｂ社
しゃ

は亜当
とう

該
がい

工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

に主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

を置
お

かなければならない。

;4 Ｃ社
しゃ

は亜Ａ社
しゃ

からの下
した

請
うけ

工
こう

事
じ

を請
う

け負
お

うに当
あ

たり亜建
けん

設
せつ

業
ぎょう

の許
きょ

可
か

を必
ひつ

要
よう

としない。

〔問
もん

題
だい

20〕 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

における技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち亜L建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

M上
じょう

亜誤
あやま

っているものは

どれか。

;1 専
せん

任
にん

の主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

が必
ひつ

要
よう

な建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

において亜密
みっ

接
せつ

な関
かん

係
けい

にある3件
けん

の工
こう

事
じ

を同
どう

一
いつ

の建
けん

設
せつ

業
ぎょう

者
しゃ

が同
どう

一
いつ

の場
ば

所
しょ

又
また

は近
きん

接
せつ

した場
ば

所
しょ

で施
せ

工
こう

する場
ば

合
あい

においては亜同
どう

一
いつ

の主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

がこれ

らの工
こう

事
じ

を管
かん

理
り

することができる。

;2 3,000 万
まん

円
えん

の公
こう

共
きょう

の建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

を請
う

け負
お

った建
けん

設
せつ

業
ぎょう

者
しゃ

は亜専
せん

任
にん

の主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

を工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

に配
はい

置
ち

する必
ひつ

要
よう

がある。

;3 専
せん

任
にん

の監
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

が必
ひつ

要
よう

な建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

において亜それぞれの工
こう

事
じ

に所
しょ

定
てい

の監
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

補
ほ

佐
さ

を

専
せん

任
にん

で配
はい

置
ち

すれば亜一
ひと

人
り

の監
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

は亜3件
けん

の工
こう

事
じ

まで兼
けん

務
む

することができる。

;4 専
せん

任
にん

の主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

が必
ひつ

要
よう

な建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

において亜専
せん

任
にん

で置
お

く主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

は亜現
げん

場
ば

代
だい

理
り

人
にん

を兼
か

ねることができる。
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〔問
もん

題
だい

21〕 L労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

法
ほう

Mに関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち亜誤
あやま

っているものはどれか。

;1 使
し

用
よう

者
しゃ

は亜使
し

用
よう

者
しゃ

の責
せき

に帰
き

すべき事
じ

由
ゆう

により労
ろう

働
どう

者
しゃ

が休
きゅう

業
ぎょう

する場
ば

合
あい

においては亜休
きゅう

業
ぎょう

期
き

間
かん

中
ちゅう

亜当
とう

該
がい

労
ろう

働
どう

者
しゃ

にその平
へい

均
きん

賃
ちん

金
ぎん

の 100 分
ぶん

の 60 以
い

上
じょう

の手
て

当
あて

を支
し

払
はら

わなければならない。

;2 使
し

用
よう

者
しゃ

は亜原
げん

則
そく

として亜労
ろう

働
どう

者
しゃ

に亜休
きゅう

憩
けい

時
じ

間
かん

を除
のぞ

き2週
しゅう

間
かん

について 40 時
じ

間
かん

を超
こ

えて亜労
ろう

働
どう

させてはならない。また亜2週
しゅう

間
かん

の各
かく

日
じつ

については亜労
ろう

働
どう

者
しゃ

に亜休
きゅう

憩
けい

時
じ

間
かん

を除
のぞ

き2日
にち

に

ついてA時
じ

間
かん

を超
こ

えて亜労
ろう

働
どう

させてはならない。

;3 使
し

用
よう

者
しゃ

は亜満
まん

18歳
さい

に満
み

たない者
もの

を動
どう

力
りょく

によるクレーンの運
うん

転
てん

の業
ぎょう

務
む

や胸
きょう

高
こう

直
ちょっ

径
けい

35 cm以
い

上
じょう

の立
りゅう

木
ぼく

の伐
ばっ

採
さい

の業
ぎょう

務
む

に就
つ

かせる場
ば

合
あい

においては亜行
ぎょう

政
せい

官
かん

庁
ちょう

の許
きょ

可
か

を受
う

けなければならない。

;4 使
し

用
よう

者
しゃ

は亜妊
にん

娠
しん

中
ちゅう

の女
じょ

性
せい

が請
せい

求
きゅう

した場
ば

合
あい

においては亜他
た

の軽
けい

易
い

な業
ぎょう

務
む

に転
てん

換
かん

させなければ

ならない。また亜C週
しゅう

間
かん

以
い

内
ない

に出
しゅっ

産
さん

する予
よ

定
てい

の女
じょ

性
せい

が休
きゅう

業
ぎょう

を請
せい

求
きゅう

した場
ば

合
あい

においては亜

その者
もの

を就
しゅう

業
ぎょう

させてはならない。

〔問
もん

題
だい

22〕 L労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

Mに関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち亜誤
あやま

っているものはどれか。

;1 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

を行
おこな

う事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は亜常
じょう

時
じ

使
し

用
よう

する労
ろう

働
どう

者
しゃ

に対
たい

し亜3年
ねん

以
い

内
ない

ごとに2回
かい

亜一
いっ

定
てい

の項
こう

目
もく

に

ついて医
い

師
し

による健
けん

康
こう

診
しん

断
だん

を行
おこな

うように努
つと

めなければならない。

;2 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

を行
おこな

う事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は亜一
いち

の作
さ

業
ぎょう

を同
どう

一
いつ

の場
ば

所
しょ

で行
おこ

なう場
ば

合
あい

において亜作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

を

3人
にん

以
い

上
じょう

選
せん

任
にん

したときは亜それぞれの作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

の職
しょく

務
む

の分
ぶん

担
たん

を定
さだ

めなければならない。

;3 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

を行
おこな

う事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は亜高
たか

さが3m以
い

上
じょう

の箇
か

所
しょ

で作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

うときは亜当
とう

該
がい

作
さ

業
ぎょう

を安
あん

全
ぜん

に

行
おこな

うため必
ひつ

要
よう

な照
しょう

度
ど

を保
ほ

持
じ

しなければならない。

;4 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

を行
おこな

う事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は亜常
じょう

時
じ

50 人
にん

以
い

上
じょう

の労
ろう

働
どう

者
しゃ

を使
し

用
よう

する事
じ

業
ぎょう

場
じょう

ごとに産
さん

業
ぎょう

医
い

を選
せん

任
にん

しなければならない。
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〔問
もん

題
だい

23〕 造
ぞう

園
えん

工
こう

事
じ

を施
せ

工
こう

する上
うえ

で亜必
ひつ

要
よう

な法
ほう

令
れい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち亜正
ただ

しいものはどれか。

;1 貝
かい

づか亜古
こ

墳
ふん

その他
た

埋
まい

蔵
ぞう

文
ぶん

化
か

財
ざい

を包
ほう

蔵
ぞう

する土
と

地
ち

として周
しゅう

知
ち

されている土
と

地
ち

を亜工
こう

事
じ

の目
もく

的
てき

で発
はっ

掘
くつ

しようとする場
ば

合
あい

亜文
ぶん

化
か

財
ざい

保
ほ

護
ご

法
ほう

に基
もと

づき亜原
げん

則
そく

として亜文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だい

臣
じん

の許
きょ

可
か

を受
う

け

なければならない。

;2 保
ほ

安
あん

林
りん

において亜立
りゅう

木
ぼく

を伐
ばっ

採
さい

しようとする場
ば

合
あい

は亜森
しん

林
りん

法
ほう

に基
もと

づき亜原
げん

則
そく

として亜都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

知
ち

事
じ

の許
きょ

可
か

を受
う

けなければならない。

;3 隣
りん

接
せつ

する道
どう

路
ろ

を使
し

用
よう

して亜公
こう

園
えん

の樹
じゅ

木
もく

の剪
せん

定
てい

を行
おこな

おうとする場
ば

合
あい

は亜道
どう

路
ろ

交
こう

通
つう

法
ほう

に基
もと

づき亜

原
げん

則
そく

として亜当
とう

該
がい

道
どう

路
ろ

の道
どう

路
ろ

管
かん

理
り

者
しゃ

に届
とど

け出
で

なければならない。

;4 特
とく

別
べつ

緑
りょく

地
ち

保
ほ

全
ぜん

地
ち

区
く

において亜土
と

地
ち

の形
けい

質
しつ

の変
へん

更
こう

をしようとする場
ば

合
あい

は亜都
と

市
し

緑
りょく

地
ち

法
ほう

に基
もと

づ

き亜原
げん

則
そく

として亜市
し

町
ちょう

村
そん

長
ちょう

に届
とど

け出
で

なければならない。
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※問
もん

題
だい

24〜問
もん

題
だい

29 については正
せい

解
かい

番
ばん

号
ごう

を全
すべ

てぬりつぶしてください。

次
つぎ

の〔工
こう

事
じ

数
すう

量
りょう

表
ひょう

〕及
およ

び〔工
こう

事
じ

に係
かか

る条
じょう

件
けん

〕に基
もと

づく造
ぞう

園
えん

工
こう

事
じ

に関
かん

して亜以
い

下
か

の問
もん

題
だい

24 〜

問
もん

題
だい

29 について答
こた

えなさい。

〔工
こう

事
じ

数
すう

量
りょう

表
ひょう

〕

工
こう

種
しゅ

種
しゅ

別
べつ

細
さい

別
べつ

規
き

格
かく

単
たん

位
い

数
すう

量
りょう

備
び

考
こう

植
しょく

栽
さい

工
こう

高
こう

木
ぼく

植
しょく

栽
さい

工
こう

ｵｵｼﾏザｸﾗ
H(m) C(m) W(m) 株

かぶ

立
だち

数
すう

本
ほん

12 ＊
3.5 0.15 1.2 挨

カ ツ ラ
H(m) C(m) W(m) 株

かぶ

立
だち

数
すう

本
ほん

10 ＊
4.5 0.25 1.8 挨

シラカシ
H(m) C(m) W(m) 株

かぶ

立
だち

数
すう

本
ほん

5 ＊
4.5 0.25 1.2 挨

イチョウ
H(m) C(m) W(m) 株

かぶ

立
だち

数
すう

本
ほん

5 ＊
6.0 0.40 2.0 挨

エゴノキ
H(m) C(m) W(m) 株

かぶ

立
だち

数
すう

本
ほん

4 株
かぶ

立
だち

物
もの

3.5 0.21 挨 H本
ぼん

立
だち

花
か

壇
だん

植
しょく

栽
さい

工
こう

(Ａ) ＊ ＊ ＊ ＊

移
い

植
しょく

工
こう

高
こう

木
ぼく

移
い

植
しょく

工
こう

ケ ヤ キ
H(m) C(m) W(m) 株

かぶ

立
だち

数
すう

本
ほん

3
6.0 0.40 3.0 挨

雨
う

水
すい

排
はい

水
すい

設
せつ

備
び

工
こう

管
かん

渠
きょ

工
こう

＊ ＊ 式
しき

1

作
さ

業
ぎょう

土
ど

工
こう

床
とこ

掘
ぼ

り ＊ m3 1,600

樹
じゅ

木
もく

整
せい

姿
し

工
こう

高
こう

木
ぼく

整
せい

姿
し

工
こう

イチョウ
H(m) C(m) W(m) 株

かぶ

立
だち

数
すう

本
ほん

20
12.0 1.50 10.0 挨

注
ちゅう

）表
ひょう

中
ちゅう

の＊の欄
らん

に入
はい

る語
ご

句
く

は亜出
しゅつ

題
だい

の趣
しゅ

旨
し

から記
き

入
にゅう

していない。

〔工
こう

事
じ

に係
かか

る条
じょう

件
けん

〕

◯2本
ほん

工
こう

事
じ

は亜関
かん

東
とう

地
ち

方
ほう

の地
ち

区
く

公
こう

園
えん

の未
み

供
きょう

用
よう

区
く

域
いき

において亜上
じょう

記
き

の工
こう

事
じ

数
すう

量
りょう

表
ひょう

に基
もと

づき施
せ

工
こう

す

るものである。

◯3花
か

壇
だん

植
しょく

栽
さい

工
こう

においては亜宿
しゅっ

根
こん

草
そう

を植
しょく

栽
さい

する。
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◯H高
こう

木
ぼく

移
い

植
しょく

工
こう

のケヤキは亜本
ほん

公
こう

園
えん

の供
きょう

用
よう

区
く

域
いき

内
ない

に植
しょく

栽
さい

されているものを掘
ほ

り取
と

り亜約
やく

100 m

運
うん

搬
ぱん

して植
う

え付
つ

ける。

◯I高
こう

木
ぼく

整
せい

姿
し

工
こう

においては亜高
こう

所
しょ

作
さ

業
ぎょう

車
しゃ

を用
もち

いて作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

うものとする。

◯F工
こう

期
き

はN月
がつ

2日
にち

から翌
よく

年
とし

のH月
がつ

10 日
にち

までである。

〔問
もん

題
だい

24〕 本
ほん

工
こう

事
じ

の花
か

壇
だん

植
しょく

栽
さい

工
こう

について亜工
こう

事
じ

に係
かか

る条
じょう

件
けん

◯3に当
あ

てはまる植
しょく

物
ぶつ

（Ａ）として亜

適
てき

当
とう

なものを全
すべ

て選
えら

びなさい。

;1 キキョウ

;2 シバザクラ

;3 ヒナゲシ

;4 マリーゴールド

〔問
もん

題
だい

25〕 本
ほん

工
こう

事
じ

のケヤキの移
い

植
しょく

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として亜適
てき

当
とう

なものを全
すべ

て選
えら

びなさい。

;1 落
らく

葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

の生
せい

長
ちょう

が休
きゅう

止
し

する秋
あき

から冬
ふゆ

の時
じ

期
き

が適
てき

期
き

であるため亜ケヤキの移
い

植
しょく

を 11 月
がつ

に

行
おこな

った。

;2 埋
う

め戻
もど

す際
さい

に亜養
よう

分
ぶん

を吸
きゅう

収
しゅう

しやすいように亜根
ね

に直
ちょく

接
せつ

触
ふ

れるように肥
ひ

料
りょう

を施
ほどこ

した。

;3 埋
う

め戻
もど

した後
あと

に亜雨
う

水
すい

や灌
かん

水
すい

を集
あつ

めて浸
しん

透
とう

しやすくするため亜鉢
はち

の外
がい

周
しゅう

に沿
そ

って浅
あさ

い溝
みぞ

を

掘
ほ

って水
みず

鉢
ばち

を切
き

った。

;4 植
うえ

付
つ

け後
ご

に亜幹
みき

肌
はだ

への防
ぼう

寒
かん

・保
ほ

温
おん

を行
おこな

うため亜布
ぬの

テープを幹
みき

に巻
ま

き付
つ

けた。

〔問
もん

題
だい

26〕 本
ほん

工
こう

事
じ

の高
こう

木
ぼく

植
しょく

栽
さい

工
こう

において用
もち

いられる亜それぞれの支
し

柱
ちゅう

形
けい

式
しき

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として亜

適
てき

当
とう

なものを全
すべ

て選
えら

びなさい。

;1 園
えん

路
ろ

沿
ぞ

いに植
しょく

栽
さい

するオオシマザクラに亜添
そ

え柱
ばしら

支
し

柱
ちゅう

を用
もち

いた。

;2 広
ひろ

場
ば

の外
がい

周
しゅう

に植
しょく

栽
さい

するカツラに亜二
に

脚
きゃく

鳥
とり

居
い

（添
そえ

木
ぎ

付
つき

）支
し

柱
ちゅう

を用
もち

いた。

;3 広
ひろ

場
ば

の植
う

え込
こ

み地
ち

に植
しょく

栽
さい

するシラカシに亜八
や

ツ掛
がけ

支
し

柱
ちゅう

（竹
たけ

三
さん

本
ぼん

）を用
もち

いた。

;4 広
ひろ

場
ば

の入
いり

口
ぐち

に植
しょく

栽
さい

するイチョウに亜三
さん

脚
きゃく

鳥
とり

居
い

支
し

柱
ちゅう

を用
もち

いた。
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〔問
もん

題
だい

27〕 本
ほん

工
こう

事
じ

の雨
う

水
すい

排
はい

水
すい

設
せつ

備
び

工
こう

におけるバックホウを用
もち

いた床
とこ

掘
ぼ

り作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として亜

適
てき

当
とう

なものを全
すべ

て選
えら

びなさい。

ただし亜人
じん

員
いん

亜機
き

械
かい

等
とう

は現
げん

場
ば

に用
よう

意
い

されており亜準
じゅん

備
び

及
およ

び跡
あと

片
かた

付
づ

け等
とう

の時
じ

間
かん

は考
こう

慮
りょ

し

ないものとする。

バックホウを用
もち

いた床
とこ

掘
ぼ

り作
さ

業
ぎょう

〔条
じょう

件
けん

〕

・バックホウのバケットの容
よう

量
りょう

（ほぐした土
ど

量
りょう

） ：0.6 m3

・バックホウのサイクルタイム ：50 秒
びょう

・バックホウの作
さ

業
ぎょう

効
こう

率
りつ

：0.8

・バックホウの2日
にち

平
へい

均
きん

作
さ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

：C時
じ

間
かん

・土
ど

量
りょう

変
へん

化
か

率
りつ

（Ｌ） ：1.2

;1 バックホウ2台
だい

用
もち

いて行
おこな

う場
ば

合
あい

亜N日
にち

あれば完
かん

了
りょう

できる。

;2 バックホウ3台
だい

用
もち

いて行
おこな

う場
ば

合
あい

亜F日
にち

あれば完
かん

了
りょう

できる。

;3 バックホウH台
だい

用
もち

いて行
おこな

う場
ば

合
あい

亜I日
にち

あれば完
かん

了
りょう

できる。

;4 バックホウI台
だい

用
もち

いて行
おこな

う場
ば

合
あい

亜3日
にち

あれば完
かん

了
りょう

できる。

〔問
もん

題
だい

28〕 本
ほん

工
こう

事
じ

の高
こう

木
ぼく

植
しょく

栽
さい

に用
もち

いる樹
じゅ

木
もく

の寸
すん

法
ぽう

規
き

格
かく

の判
はん

定
てい

として亜L公
こう

共
きょう

用
よう

緑
りょく

化
か

樹
じゅ

木
もく

等
とう

品
ひん

質
しつ

寸
すん

法
ぽう

規
き

格
かく

基
き

準
じゅん

（案
あん

）Mに照
て

らし亜合
ごう

格
かく

となるものを全
すべ

て選
えら

びなさい。

;1 樹
じゅ

高
こう

が 3.6 mのオオシマザクラで亜幹
みき

周
しゅう

が 0.20 m亜枝
えだ

張
ばり

が最
さい

大
だい

幅
はば

で 1.4 m亜最
さい

小
しょう

幅
はば

で

1.1 m のもの。

;2 H本
ぼん

立
だち

のエゴノキで亜樹
じゅ

高
こう

がそれぞれ 3.6 m亜3.6 m亜2.3 m亜幹
みき

周
しゅう

がそれぞれ 0.16 m亜

0.16 m亜0.12 mのもの。

;3 H本
ぼん

立
だち

のエゴノキで亜樹
じゅ

高
こう

がそれぞれ 3.8 m亜3.6 m亜2.6 m亜幹
みき

周
しゅう

がそれぞれ 0.12 m亜

0.11 m亜0.10 mのもの。

;4 I本
ほん

立
だち

のエゴノキで亜樹
じゅ

高
こう

がそれぞれ 4.0 m亜3.4 m亜3.3 m亜3.3 m亜幹
みき

周
しゅう

がそれぞれ

0.16 m亜0.13 m亜0.12 m亜0.12 mのもの。
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〔問
もん

題
だい

29〕 本
ほん

工
こう

事
じ

の樹
じゅ

木
もく

整
せい

姿
し

工
こう

における高
こう

所
しょ

作
さ

業
ぎょう

車
しゃ

を用
もち

いた作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち亜L労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

M上
じょう

亜正
ただ

しいものを全
すべ

て選
えら

びなさい。

;1 労
ろう

働
どう

者
しゃ

の危
き

険
けん

を防
ぼう

止
し

するため亜高
こう

所
しょ

作
さ

業
ぎょう

車
しゃ

のアウトリガーを張
は

り出
だ

すとともに亜地
じ

盤
ばん

の不
ふ

同
どう

沈
ちん

下
か

を防
ぼう

止
し

する措
そ

置
ち

を講
こう

じた。

;2 高
たか

さAm の箇
か

所
しょ

で作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

うに当
あ

たり亜高
こう

所
しょ

作
さ

業
ぎょう

車
しゃ

の作
さ

業
ぎょう

床
しょう

上
じょう

の労
ろう

働
どう

者
しゃ

の安
あん

全
ぜん

対
たい

策
さく

と

して亜胴
どう

ベルト型
がた

の墜
つい

落
らく

制
せい

止
し

用
よう

器
き

具
ぐ

を使
し

用
よう

させた。

;3 高
こう

所
しょ

作
さ

業
ぎょう

車
しゃ

を使
し

用
よう

するに当
あ

たり亜制
せい

動
どう

装
そう

置
ち

亜操
そう

作
さ

装
そう

置
ち

及
およ

び作
さ

業
ぎょう

装
そう

置
ち

の機
き

能
のう

について亜作
さ

業
ぎょう

を開
かい

始
し

する前
まえ

に点
てん

検
けん

を行
おこな

った。

;4 最
さい

大
だい

地
ち

上
じょう

高
こう

12 m の高
こう

所
しょ

作
さ

業
ぎょう

車
しゃ

を使
し

用
よう

するに当
あ

たり亜高
こう

所
しょ

作
さ

業
ぎょう

車
しゃ

の運
うん

転
てん

に亜高
こう

所
しょ

作
さ

業
ぎょう

車
しゃ

運
うん

転
てん

技
ぎ

能
のう

講
こう

習
しゅう

を修
しゅう

了
りょう

した者
もの

を就
つ

かせた。
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